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� はじめに 地球温暖化による気候変動に適合する

治水対策の立案が求められいる。そのためには地球

温暖化に伴って河川流況がどう変化するかを推計す

ることが重要となる。本研究では、気象研究所の超

高解像度全球大気モデル �全球 ����モデル�によって

計算される現在気候実験 ���	�
����年�、近未来実験

�����
���年�、��世紀末実験 ���	�
����年�による気

候推計データ �� を用いて、地球温暖化が河川流況の

変化に及ぼす影響を日本全体を対象として分析する。

� 流況評価手法 数値標高データ ���������� を

用いて流下方向を一次元的に決定し、各グリッドの

流出量を ��������� ����法により追跡計算する。グ

リッドの格子間隔は �秒 �約 ����である。日本全域

を対象とし温暖化の影響が顕著に現れる流域を抽出

することが目的であり、詳細な流出モデルは用いな

い。集水面積の閾値を定め、その閾値を境に斜面グ

リッドと河道グリッドに区別し、各々異なる粗度係数

を設定して斜面流出過程と河道流下過程を表現する。

入力データには、超高解像度全球大気モデルより提

供される流出発生量 ������ �����������のデータを利

用する。流出発生量データは、降水過程を経て陸面

に到達した水分量のうち、土壌に留まることなく河

川に流出する日単位のデータである。このデータを

そそまま流出モデルに与えると、ピーク付近の流量

を再現することができないことが分かったため、超

高解像度全球大気モデルより提供される時間降水量

データの時間配分パターンを用いて流出発生量デー

タを時間配分し、それを流出モデルに与える。ここ

で用いる流出モデルと、吉野川で再現性を確認した

流出モデル �� の流出計算結果を比較し、ここで用い

る本流出モデルの再現性を確認した �図 � �。

� 結果と考察 現在気候 ���	�
����年�、近未来気候

�����
����年�、��世紀末気候 ���	�
����年�について

流出計算を行い、流況の変化を分析した。流量に関
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再現性を確認済みの流出モデルによる計算結果
本研究で用いる流出モデルによる計算結果

流出発生量

図 � 本モデルによる計算流量と再現性を確認した流

出モデル ��による計算流量の比較 �吉野川・岩津地点�

する主要な指標について現在気候と ��世紀末気候で

の流出計算結果を比較し "������以上の主要流域に

ついて整理した結果を以下にまとめる。

年平均流量 全国的に大きな変化傾向は認められな

い。北海道西部でやや増加し、東北地方太平洋

側及び東北南部・北陸・甲信越地方でやや減少す

る傾向が見られる。

年最大流量 東北地方、西日本で増加し、年変動も大

きくなる傾向にある。東北地方南部・甲信越地方

では減少し、年変動も穏やかになる �図 �� ��。

渇水流量 現在気候における渇水流量を満たす日数

が、��世紀末気候では北海道・関東・東海地方で

増加し、北陸・信越地方と西日本では減少する傾

向にある �図 ��。

融雪による流量 北海道・東北・関東・中部地方で融雪

期の最大流量が減少し、その出現期間が早期化

する傾向にある。特に現在気候で融雪流出が春

季に集中的に発生する北海道や東北地方では、

その変化が顕著に現れる。融雪期の最大流量の

年変化に関しては、北海道中・南部と東北地方北

部で大きくなり、東北地方太平洋側及び南部と

関東地方・東海地方で緩やかになる �図 �� ��。
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図 � 年最大流量の平均値の比較（現在気候での計算

結果に対する将来気候での計算結果の比率）

図 � 年最大流量の標準偏差の比較（現在気候での計

算結果に対する将来気候での計算結果の比率）

図 � 渇水流量を満たす日数の比較（現在気候での計

算結果に対する将来気候での計算結果の差）

図 � 融雪期における最大流量の平均値の変化（現在

気候での結果に対する将来気候での結果の比率）

図 � 融雪期における最大流量の標準偏差の変化（現

在気候での結果と将来気候での結果の差）

今後は、こうした流況の変化が災害発生や水利用

にどのように影響を及ぼすかを分析する必要がある。
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